
会議の開催結果 

令和６年３月２８日 

件 名 
第１８回 

桜島地域における義務教育学校整備検討委員会 
事務局 

教育委員会 

管理部 

学校整備室 

日  時 令和６年３月２７日（水）  １８時３０分 ～ １９時１０分 

場  所 桜島公民館大研修室 

出 席 者 桜島地域における義務教育学校整備検討委員会委員  １０名（欠席５名） 

市出席者 学校整備室長 ほか 

会 次 第 

１ 開会 

２ 桜島学校のスクールバスの運行、住民等の利用について 

３ 制服等の基本方針について 

４ 閉会 

主な意見等 

 

●桜島学校のスクールバスの運行、住民等の利用について 

 スクールバスをバス事業者に委託する方針とした経緯、法的規制などを説明。 

［委員からの意見・質問］ 

・「桜島をまるごと学び舎に」のコンセプトが生かせるよう、柔軟なバス運行を。 

 ⇒（事務局回答）朝夕の通学だけでなく、校外学習などにも対応可能となるよう契約

内容を検討していく。まずは委託で始めて、状況を見極めたい。 

・スクールバスは出発点。教育委員会だけでなく、市として桜島の交通全体を考えなけ

ればならないのではないか。 

 ⇒（事務局回答）スクールバスの検討には、交通局や交通政策課も加わっている。 

・スクールバスは無料なのか。 

 ⇒（事務局回答）無料とする。 

 

●制服等の基本方針について 

 保護者への意向確認の結果をふまえた、制服等（制服、標準服、体育服、ジャージ）

の基本方針の事務局案について協議。 

［事務局案］ 

・新たに制服等を作成。（仮称）制服等ヒアリング会を設置する。 

・作成にあたっては、販売価格、購入手段、教育活動を考慮した仕様とする。 

・新 1年生と新７年生を購入対象とし、それ以外は現行品の継続着用を検討する。 

・現行品の継続着用期間は、開校後に学校長が判断する。 

 

［委員からの意見・質問］ 

・柔軟性のある決定にして、開校後に学校で考えていく方針はいい。 

 ⇒（事務局回答）校則は開校後に生徒に考えてもらう予定。制服についても自分たち

で考えていってほしい。 

・新しい学校なので、新しいものにチャレンジしていってほしい。 

・小学生、中学生を分けないで、９年間同じものにしてもいいのではないか。 

・制服が決まっていると子供は自分で着て学校に行くので、保護者は楽。 

 

 


